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建築工事は、平成元年5月から躯体工事iζ入り、平成2年3月末現在籍体は全階立ち上り、順次内部仕上工事が進
められている。
工事の進捗1:伴ない、端末配線、電気・空調関係、電話などについての打合せが重ねられ、家具配置レイアウトの
基本も固められてきた。
新図書館の運営については平成元年夏期課長会合宿陀於て(第一次案)が作成され、 10月1:臨時図書館協議員会に
提示、同時に全館員iとも配布し意見聴取を行った。乙の(案)は今後も検討を加えて改訂される予定である。
その後「利用規定作成委員会Jが発足、前記{案)に基き利用規定(案)を作成中である。
また、平成2年3月1:は「新組織の体制J(案)がまとめられ全館員に提示された。
その他の委員会およびワーキング活動としては下記のような種々の活動が実施されている。
図書の配架については、前年度末lとパックナンパ一、今年度i乙入って研究図書、貴重書、古書資料の配架(案)が
各委員会でまとめられ課長会で承認された。一般図書・参考図書の配架(案)についてはすでに承認されているが、
新たに「開架フロアー準備委員会Jを設け総合閲覧課(仮称)としての業務、運営方針、入力などについて慌持行っ
ている。
「サイン計画委員会J1:於ては、サイン・デザイン計画の基本方針・名称(案)についてまとめられている。
また、「本部キャンパス分館委員会Jr本圧分館委員会Jr和書選書Jr中国・朝鮮本選書」ワーキング・グループお
よび「洋書選書問題検討委員会」などが新館構想のもとに各々の問題を検討中である。
また、国際会議場については、教務部・国際交流センターと調整をはかりつつ検討が進められている。
国際会議場の「利用規準(大綱)Jについては3月9目、教務部より理事会に提案され了承された。
2. 理工学図書館(早稲田大学図書館・分館)承認さる
理工学部門でかねてより、「理工系将来計画との関連て¥研究教育環境の整備充実をはかるため、理工学図書室
(含む理工学部学生読書室)を早稲田大学総合学術情報センターを構成する分館・理工学図書館とする乙とが、望ま
しい」というととで、検討されてきたが、 1989年(平成元年)4月l日付で、事務組織が図書館に移管された。
また、「理工学図書室」の呼称も、「理工学図書館jと改称された。(第5回学内理事会決定平1.6.2) 
乙れによって、早稲田大学図書館分館・理工学図書館として、第一歩を踏み出した。今後は、主として理学・工学
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系の研究教育機能を備えた大久保キャンパスにおける図書館として、より一層整備充実を計っていきたい。
3. 学術情報システム rWINEJの運用
内外の図書館をネットワークで結び、研究者ならびに学生IC:対して幅広い学術情報の提供を実現させるためのオン
ライン・システムのソフトウェアの開発は、世界有数の図書館システムである iDOBIS/LIBISJを母体lとして完
成した。システムの適用業務範囲は利用者システムのほか、発注・受入、目録、貸出管理、逐次刊行物管湿などの業
務である。
早稲田大学でのシステムの運用は昭和62年度より開始されており、特IC:所沢図書館iとおいてはシステムが全面的に
運用され、いわゆるカードレスの図書館が実現している。 63年度からは理工学図書室もネットワークに参加、目録入
力を開始し、平成元年度より貸出システムもスタートした。
4. 利用者サービスの改善
6月1日より、雑誌室の利用時聞を延長し、 21時まで開室する乙ととした。
5. 和書データペース化事業の進行
紀伊国屋書屈との共同事業として、図書館所蔵の和図書約52万冊(古書資料を除く)の中、問和59--44年度受入分
について遡及入力を平成元年2月より本格的IC:開始した。一年を経過した2月末現在入力冊数は78，407冊、他IC:学習
図書室の遡及分以外の請求記号の変更13，306冊を加え91，700冊あまりを処理した。乙れは当初予定していた冊数は下
回るが、本館蔵書23部門の中、 20部門は終了し、他i乙学習図書室、参考室分は完了し、進行状況としてはほぼ完了し
たととろである。
今後一年間の予定として、残る三部門終了後は、回和43--20年度受入分約20万冊の遡及入力を進めると共IC:、新図
書館オープン時lと備えて、新規購入の一般図書約3万冊の入力と装備を完了させる予定である。
6. 明治期マイクロ化事業の進行
明治期資料の保存とその全国的な集大成を目指して開始した本事業の具体的な成果が、「文学・言語編」のmlユ
ニット(マイクロフィッシュ500枚)として19回年5月末に完成した。以来、事業は計画通り進行し、 1989年度求ま
でに第16ユニットを完成し公開した。フィッシュ8∞o校、冊数にして約35∞冊分を撮影し終えた。
作業は、複本の調査に始まり、各版の比較検討、書誌データの整備、 l頁毎のドライクリーニング等、撮影lと至る
までには多くの手順を必要とする。績影し終わった資料は、中性紙の箱またはパインダーを作って納めており、紙の
劣化が現在以上民進まないように対策を講じている。
なお、本学未所蔵資料は国立国会図書館をはじめ他大学図書館から借用して撮影している。因IC:第16ユニットはす
べて慶応義塾大学図書館所蔵のものである。
完成したマイクロフィッシュのネガおよびポジは、本館のマイクロ資料室IC:保管されている。
また、第 1--10ユニットIC:収録されている資料の累積仮目録{書名・著者名)を1990年2月lζ作成した。
7. rワセダと現代の作家たちJ展開催
本学では、 1990年に文学部創設百周年を、また、 1991年IC:は「早稲田文学J創刊百周年を迎えるにあたって様々な
記念行事が企画されているが、本展覧会は、その第 l弾として図書館主催で実施された。
-2一
今回の展覧会は、「稲門ライブラリーJのいっそうの充実を図る目的をも合せもつもので、特に文芸の分野で活躍
中の方々に協力を求め、自筆原稿、著書、色紙、写真等の資料を御寄贈あるいは貸与していただいた。と協力をいた
だいた作家は、小説、文芸評論、詩歌、児童文学、闇筆、ノンフィクション、社会評論、演劇、映画、写真、漫画、
絵画の分野におよび、その数は221名の多くを数えた。
展覧会は、 1月20日より25日までの6日問、丸善日本橋庖のギャラリーで行われた後、 12月13日より19日までは同
名古屋栄庖で、また2月2日より 7日までは同仙台一番町庖でも開催された。とれら3会場の総入場者数は、 9，000
名にのぼった。
なお、本展覧会l乙合わせて図録『ワセダと現代の作家たちJ(A4判変形・ 128ぺ-:::-)を刊行し、好評を博した。
8. r早稲田大学図書館史』編集作業の終了
昭和印年12月に発足した本委員会は、平成2年3月をもって一応予定の作業を終了した。本年度は内容の中心的部
分である年誌編について第6案を作成し、もう一つの内容である資料編についても最終案を作成した。乙れらの原案
を課長会へ提出するとともに館内広報にも回し、寄せられた修正意見の検討を行った。本年7月の刊行をめざしての
編集作業も終了した。
9. r館蔵資料解説図録』編集作業の進展
田和62年から始まった作業は、館員延ぺ139人が参加した全館的な取組だった。その後各グループから提出された、
「中間資料」をもとに、追加されるべき資料を加え、解説対象資料約2印点を選定した。
解説対象資料の写真撮影を終え、担当者が執筆した「資料解題Jの原稿を、各専門の教員に校聞を依額し、遺漏な
きょう努めた。
今後は、校正などの作業を経て、 8月末に干Ij行の予定である。
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